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署名活動にご協力頂いた皆様へ 

膵嚢胞線維症
すいのうほうせんいしょう

の治療環境を実現する会（ＣＦの会） 

会長  田澤 雄作 

今後の国会請願活動について 

~衆議院の解散を受けて~ 

 

この度の国会請願のための署名活動におきましては、多大なご支援とご協力を賜り厚く

御礼申し上げます。本日、最終的な集計をした結果、署名者総数は、２９，４９６人とな

りました。この数字は、当初目標のほぼ３倍にあたるものであり、署名活動がわずか１０

日余りの期間であったことを考えますと、奇跡的とも言える数字であると考えられます。

改めまして、皆様のご熱意とご努力に深く感謝申し上げます。 

さて、当初の予定では、これらの署名を携えて７月１６日（木）に国会を訪問する予定

でしたが、ご案内の通り、麻生内閣が７月２１日（火）に衆議院を解散することになりま

した。そこで、今後の国会請願活動について、宮城県選出の各派の国会議員事務局に相談

したところ、以下のようなアドバイスをいただきました。 

 

＊ ２１日に衆議院が解散となっても、国会への請願は可能である。 

＊ しかし、請願が受理されても当該委員会において十分な議論が行えない可能性がある。 

＊ したがって、衆院選後、新しい布陣となった秋に請願をすることが望ましい。 

＊ 一方で、請願を通すことは至難の業であり、１回の請願で通ることはまずない。 

＊ そのことを考えると、選挙前であるからこそ、今回の請願の趣旨を各派のマニフェス

トに反映していただくよう、請願書をもってロビー活動をすることは大変意義のある

ことである。 

 

 そこで、署名活動を担当する本会の役員で話し合ったところ、今後、以下のような国会

請願活動を行うことと致しました。 

 



＜第１次請願活動＞ 

 当初の予定通り、７月１６日（木）、宮城県選出の各派の国会議員（７名）を訪ね、紹介

議員となっていただき、請願書を提出する（参議院議員は参議院へ、衆議院議員は衆議院

へ）。その際、請願書には各１００名分の署名簿を添付する。これにより、衆参両議院のホ

ームページに本会が請願を行ったことが記録される。また、国会議員には、請願内容が意

見書として宮城県議会に提出され全会一致で採択されたこと、村井知事がその意見書を舛

添厚労省大臣に提出したことを説明する。 

 

＜第２次請願活動＞ 

 ９月、宮城県選出ならびに本会の趣旨にご理解をいただく国会議員を訪ね、紹介議員と

なっていただき、請願書を提出する。その際、約３万人の署名簿を国会議員の数に分けて

請願書に添付する。 

 

 以上の活動により、今回集めていただきましたご署名を最大限有効に活用させて頂ける

ものと思います。当初の予定とは異なる国会請願活動となりますが、皆様のご理解をいた

だければ幸いです。 

 なお、署名用紙はわずかですが事務局に余りがありますので、８月末までの期間、まだ

ご署名いただいていない方がござましたら、ご協力を賜れば幸いです。また、署名用紙に

つきましては、下記事務局宛ご請求下さい。 
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